
路地百選推薦書 

推薦者氏名：新見御殿町三味線横丁｠ 大西｠ 洋 

推薦する路地（のまち）の名称 新見御殿町三味線横丁 

所在地 岡山県新見市新見本町松原通り 

【推薦する理由（路地のよいところ）】 

｠ 明治時代から昭和４０年頃の花街文化の香りが感じられる佇まいが残っている横丁です。現在は営業

しているとろはないが仕出し料理「自由亭」（大正時代の看板も保存）、隣に料亭「松葉」（古民家再生が

なされ門灯もそのままに残っており、路地文化を語れる場所として利用されています。）、その奥には置

屋「花月」（現在は建替え）、そして料亭「松月」、旅館「大阪屋」の建物が残っている。 

｠ 道巾わずかに 1メートルくらいで、近くには数件の置屋や料亭もあり、三味線太鼓で賑やかだった。 

松原通りの車路から一歩この路地に入ると、一変してお姉さん方がカッポレで通る音や旦那衆が歩く下

駄の音も今にも聞こえて来そうな感じの静か三味線横丁です。 

また昨年秋から新見市の観光 PRポスターや観光パンフレットに使用され、岡山市で女性向けの情報

誌「オセラ」にも 8月に取り上げられた場所です。 

｠  

【写真添付】 
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高梁川沿いに開けた新見市は、江戸時代新見藩関家の御殿町として栄えてきました。荘園

時代には市が開かれ賑わったと伝えられる三日市場付近から松原通りには古い白壁の家

並みが残り御殿町の面影を残している。その通りから一本北に入ったこの路地は、明治後

期から昭和４０年頃まで、石灰岩の資源に富む新見はセメント産業（小野田セメント）で

栄えてきました。この三味線横丁（昔はたぬき小路）には明治の中頃建てられた建物が現

在も残っています。現在も毎年この地区では１０月１５日に土下座まつりという大名行列

が行われています。見る者はすべて路の両側に座るかしゃがんで見るお祭りで、封建的な

雰囲気を今も残しております。この三味線横丁の一角にあるもと料亭「松葉」を再生し、 

市民の歴史的・文化的に役立てる場としております。 

※路地のまちの概要は記入できる範囲で結構です。それぞれの枠の大きさは各自で調整願います。 


